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蝉紀幅 Ｈ｜人生産 人事 財務
(1)所１０．Mckinscy、ル化J"`Jge"ロノlcculｲ"ljP1g,Ｐ､12.
ントロールは，経営活動にたいする計画，方法，あるいは手続きを作りあげ
る武任を意味する。これにたいし，ライン・コントロールの側面は，経営活
動の執行面を監視する責任と関連している。各職能部門の管理者は，その２
側面を同時にもつこともあれば，一方の側面だけしかもたないこともある:`'１)。
第３は，職能別管理者とスタッフ・アシスタントとに区分することにある。
主要な管理者（principalexecutives）はスタッフ・アシスタントを抱えるこ
とがある。この場合のアシスタントは執行権限をもたず，参謀的な機能を果
すだけである。その意味で，権限の委議に伴って生ずる下位管理者としての
管理者的アシスタントとは区別されなければならない。こうした管理者的ア
シスタントのなかでも，標準一記録の職能の長であるコントローラーや人事
管理者などの職能的コントロールを担う管理者を，MckinsCyはスタッフ管
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理者（stafTexecutives）と呼んで，職能別管理者としての位置づけを明確に
示す。
以上のように，本書で論じられている企業組織の管理形態は，主に二つの
特徴をもつ。それらは，現在の時点からみれば，’111題点とみることもできる。
第１番目の特徴は，管理責任者を大きく二つのグループに分けていること
である。そして，所有者側のグループに取締役会と経営執行委員会を含めて
いる。Mckinseyはこれらの組織を株主の直接の代理人と呼んでいるところ
からも理解しうるように，取締役会を所有側に位侭づけている点が特徴的で
ある。現時点からみれば，資本の所有と機能の分離におけるそこに至る過渡
期的性格を備えた管理職能論とみることができる(繩。Mckinseyは，もちろ
ん，経営管理の過程的論理に基づいて管理職能論を展開することには反対す
る立場を鮮明にしていた。管理職能の階屑的分化を軸において展開されたこ
の管理職能論は，所有関係の歴史的な一定状況を反映しているとみることが
できるであろう。政策形成，組織の計画化・編成，および組織の迎営という
経営管理の３屑構造論としての展開は職能別管理組織の形成，とりわけ標準
と記録の職能としてのコントローラーシップの形態規定に影響を与えること
になる。そのことは，管理会計の構造と機能の区別・統合の認識にとどまら
ず，対象規定の認識にも影響を及ぼしている。標準と記録の職能が価値フロー
を直接担う諸職能と同列の位置づけを与えられ，その他の諸職能と相互依存
の有機的な機能関係としてとらえられているのは，階層的視点が反映してい
ることを示すものである。
本稿で取り_上げたMckinseyの主著Ｍｂ"qgerjqノバＣＣＣＥ,"""9,Ｖo１．１（1924）
は，全部で７章からなる｡Ｌ標準と記録の必要と性格，Ⅱ、標準と記録に
よる管理のための組織，Ⅲ、管理報告，１V・販売管理，Ｖ・購買管理，Ⅵ、
迎送管理，Ⅶ、生産管理。第Ⅳ章から第Ⅶ章までは，分化した職能領域での
経営管理活動で生ずる主要問題を摘出し，そうした諸問題を解決するために
必要とみなされる会計データと統計データの分類と手続きに関心がある。そ
れは，いずれも管理会計の実践的課題を予算の計画・統制手続に樅造化する
過程についての考察を含んでいる。
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(4)Mckinsey管理会計論の意義
Mckinseyが取り組んだ管理会計論の課題は，①経営のトップ層が権限を
行使する場合の管理対象領域を職能的に編成すること，②個別の職能的対象
領域の管理活動に関して生ずることが予想される主要問題を析出すること，
③そうした諸問題を解決するために役立つであろうと考えられる会計データ
と統計データを提示すること，にある。再言すれば，同質とみなされる管理
活動を束ねて，それを各種の職能的領域として設定し，各領域のあいだに相
互依存の関係をとり結ぶことによって，階層的な管理組織と過程的な職能別
管理組織の枠組みを柵築する。そのうえで管理会計の初期的枠組みを形成す
ることになる。このように，Mckinseyの管理会計論は，管理会計概念の具
象化を志向する議論を展開している。それ以前にみられる諸論考の多くが計
算的概念や会計手続の精徴化の努力を積み重ねてきているのにたいし，
Mckinseyの場合は，経営組織とその管理に関して生ずる全般的問題の解明，
およびコントローラーやその職能的スタッフである会計担当者あるいは職業
会計士が貢献できる各種の管理職能で生ずると考えられる多様な経営問題に
関心をむけたのである。まさに，「管理会計がなにに貢献すべきか」を論じ
たものと解しうる(蝿)。それ故に，Mckinseyの議論は，その後の管理会計論
の展開に一定の方向性を与える基礎を提供したといえる。
管理職能の分析に基づいて管理会計論の再構築を企図するMckinseyの見
解は，管理会計の側に立ってみれば，問題解決的方法を強調していたといわ
なければならない。本譜では，経営組織の管理|Mj題を分類しているが，その
問題解決に有効な会計データと統計データを提供することが管理会計の主要
な任務と考えられていた。そのことから，管理会計は，問題解決の概念を基
礎に据えてそのうえに柵造化される枠組みをもつことになる。Mckinscyの
所説には，問題解決的思考が強く反映されていた。だが，問題解決プロセス
それ自体の分析，およびそれと意思決定プロセスや統制プロセスとの関係な
どは，その所説のなかで明確に定式化されることはなかった。そうした難点
は，経営管理組織を階層的視点から分析したことによって，結果的に，管理
職能論に特殊的な機能をもち込んでしまったことによるものと思われる。経
営管理論において，Mckinseyが示した論理から過程的論理へと展開するの
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